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観点５－４－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され、学生に

周知されているか。また、これらの規定に従って、成績評価、単位認定、進級認

定、卒業認定が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

 成績評価・単位認定規程や進級・卒業判定に関しては，規程に定められている（資料５－４－①－

１～２）。これらの規程は，学生便覧やシラバス，本校ウェブページでの公開によって，学生に周知

している。 

 各科目の成績評価・単位認定は規程に従って実施されている（資料５－４－①－３～４）。学修単

位の科目では，45時間の学修を１単位とすることを周知し評価している（資料５－２－②－２参照）。

進級・卒業判定は，進級判定会議及び卒業判定会議で行っている（資料５－４－①－５～６）。また，

答案返却期間を設け成績評価に関して学生の意見申し立ての機会を与えている（資料５－４－①－

７）。修得できなかった科目があって進級した学生に対しては，追認試験および単位追認試験の規定

を定めている（資料５‐４‐①－８～９）。 
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資料５－４－①－１ 

教育課程（抜粋） 
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資料５－４－①－１続き 

 

 

（出典：：平成25年度 学生便覧，pp.9〜10） 
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資料５－４－①－２ 

進級認定（抜粋） 

 

 

 

 

 

（出典：平成25年度 学生便覧，pp.52～55，pp.58～61） 
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資料５－４－①－３  

シラバス 

 

 

（出典：平成24年度シラバス，p. B-1） 
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資料５－４－①－４ 

成績評価シート 

科目名

学科名 物質工学科 4 2 担当者名

番号 氏名

1 71 87 79 35 65 ○ 50 65

2 91 97 94 85 88 86.5 90

3 77 77 77 67 96 81.5 79

4 78 73 75.5 65 80 72.5 74

5 77 83 80 55 94 74.5 77

6 75 100 ◎ 87.5 58 80 69 78

7 57 45 60 ○ 60 72 76 74 67

8 57 97 77 49 64 ○ 56.5 67

9 72 97 84.5 59 76 67.5 76

10 45 55 ○ 60 ○ 60 55 72 63.5 62

11 67 82 74.5 78 88 83 79

12 75 95 85 82 76 ○ 79 82

13 74 95 84.5 47 96 71.5 78

14 66 100 83 91 84 87.5 85

15 58 90 74 44 94 69 72

16 62 ○ 60 ○ 61 65 78 71.5 66

17 40 77 60 ○ 60 21 40 30.5 45

18 93 90 91.5 89 96 92.5 92

19 73 100 86.5 79 96 87.5 87

20 78 100 89 94 88 91 90

21 65

22 78 100 89 87 72 79.5 84

23 68 77 72.5 66 72 69 71

24 79 100 89.5 79 67 ○ 73 81

25 69

26 84 92 88 86 98 92 90

27 92 100 96 96 90 93 95

28 64 ○ 96 80 66 96 81 81

29 71 100 85.5 80 96 88 87

30 60 ○ 27 43.5 68 84 76 60

31 68 100 84 63 92 77.5 81

32 76 55 ○ 65.5 83 100 91.5 79

33 70 80 75 33 73 53 64

34 74 79 76.5 44 47 45.5 61

35 93 100 96.5 79 100 89.5 93

36 69 37 53 55 78 66.5 60

37 56 57 ○ 60 ○ 60 16 50 33 47

38 73 97 85 78 83 80.5 83

39 74 100 87 92 100 96 92

40 63 ○ 45 60 ○ 60 84 78 81 71

41 74 100 87 89 100 ◎ 94.5 91

42 89 95 92 93 100 96.5 94

43 89 95 92 93 96 94.5 93

44 86 100 93 87 100 93.5 93

45 95 ◎ 100 97.5 61 91 76 87

46
47 69 100 84.5 68 88 78 81

72.5 84.8 60.0 79.5 69.8 84.0 76.9 78.2

◎：最高点、　○：　合格ボーダーライン

学

年

末

試

験

前

期

評

価

後

期

中

間

テ

ス

ト

総
合
成
績

後

期

評

価

特

別

指

導

保存対象

前

期

中

間

テ

ス

ト

前

期

末

テ

ス

ト

休学

退学

休学

平成２４年度　成績評価シート　（講義用）

評価方法　：　前期中間・期末、後期中間、学年末試験を平均して総合評価する。総合評価点６０点以上を合格とする。

材料化学

学年 単位数 佐藤　司

 
（出典：学生課資料） 
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資料５－４－①－５ 

進級判定会議（抜粋） 

 

平成２４年度第１２回教員会議議事要旨（案） 

 

日 時 平成２５年３月１３日（水）１４：３３～１５：４０ 

場 所 大会議室 

出席者  吉木、宍戸、内海、飯島、佐藤（司）、徳永、長谷川、主濱 以外 

 

 議 題 

１．平成２４年度進級判定について 

  教務主事から、進級判定に当たっては、本会議の議を経て校長が行うこととなっている旨、ま

た、認定の基準について説明の後、資料１に基づき、在籍者６５０名のうち、１５名が進級認定

基準に該当しない旨説明があった。 

次いで、校長から本件について提案があり、審議の結果、原案どおり認定基準に該当しない１

５名を除く６３５名の進級が認定された。 

なお、本件認定に基づき、クラスで進路変更等の申し出があった場合は、３月２２日（金）ま

でに教務係までご連絡いただきたい旨述べられた。 

（出典：平成 24 年度 第 12 回教員会議議事録） 

 

資料５－４－①－６ 

卒業判定会議（抜粋） 

 

平成２４年度第１１回教員会議議事要旨（案） 

 

日 時 平成２５年３月６日（水）１３：３２～１４：０５ 

場 所 大会議室 

出席者 教務主事（忌引）、内山、三上、安齋、宍戸、内海、佐藤（義）、徳永、長谷川、田邊、

山田、比留間、主濱 以外 

 議 題 

１．平成２４年度本科卒業判定について 

  本件について、教務主事に替わって学生主事から、資料 1 に基づき、卒業認定に当たっては、

本会議の議を経て校長が行うこととなっている旨、また、認定の基準について委細説明があり、

教務委員会における審議の結果、資料１のとおり、機械工学科４２名、電気電子工学科３９名、

制御情報工学科４０名、物質工学科３６名の計１５７名が卒業要件を満たしている旨述べられ

た。 

次いで、校長から、本件について提案があり、審議の結果、原案どおり１５７名の卒業が認定

された。                  

（出典：平成 24 年度 第 11 回教員会議議事録） 
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資料５－４－①－７ 

答案返却期間（赤枠部分） 

 

（出典：平成25年度行事予定表） 
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資料５－４－①－８ 

追認試験（抜粋） 

 

 

（出典：平成 25 年度 学生便覧，p. 52） 
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資料５－４－①－９ 

単位追認試験（抜粋） 

 
（出典：平成 25 年度 学生便覧，p. 58） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 成績評価・単位認定，進級・卒業判定は，学則や規程で明確に示し，学生便覧やシラバスに明記さ

れ，学生に周知している。成績評価は，シラバスに記載された「評価方法と基準」に基づき厳正に行

われている。 

 単位認定，進級・卒業判定は，進級判定会議及び卒業判定会議において適切に実施されている。 

 

 

＜専攻科課程＞ 

観点５－５－①： 教育の目的に照らして、準学士課程の教育との連携、及び準学士課程の教育か

らの発展等を考慮した教育課程となっているか。 

（観点に係る状況）  

 本校専攻科課程は，準学士課程５年間の基礎教育の上に立ち，さらに２年間大学と同等レベルの専

門的知識と技術者教育を教授している（資料５－５－①－１）。専攻科課程カリキュラムの編成方針

は学習・教育目標に基づいている。専攻科課程は準学士課程で学んだ専門知識を発展，深化するよう

に位置づけられている（資料５－５－①－２～３）。なお，準学士課程４～５年を含めた４年間の教

育内容はJABEEによって認定されたプログラムであり，本校の技術者教育が大学水準でありかつ国際

的にも通用する内容と水準であることが保証されている（資料５－５－①－４～５）。 
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資料５－５－①－１ 

専攻科課程 
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資料５－５－①－１続き 
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資料５－５－①－１続き 

 

 

 

  （出典：平成25年度 シラバス，pp.2～3，pp.12～13） 
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資料５－５－①－２ 

教育課程の体系性と科目別系統図 
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資料５－５－①－２続き 
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資料５－５－①－２続き 
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資料５－５－①－２続き 
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資料５－５－①－２続き 
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資料５－５－①－２続き 
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資料５－５－①－２続き 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－５－①－３ 

シラバス

 

（出典：平成25年度 シラバス，p. S-8） 
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資料５－５－①―４ 
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資料５－５－①―４続き 

 

 

                      

（出典：平成25年度 シラバス，pp.14～15） 
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資料５－５－①―５ 

 

 

 

（出典：学生課資料） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 教育内容は大学水準であり国際的にも通用する適切なものとなっている。教育課程の体系性と科目

別系統図，シラバスに示すように，準学士課程の教育との連携、及び準学士課程の教育からの発展等

を考慮した教育課程となっている。 

 

 

観点５－５－②： 教育の目的に照らして、授業科目が適切に配置され、教育課程が体系的に編成

されているか。また、授業の内容が、全体として教育課程の編成の趣旨に沿って、

教育の目的を達成するために適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況）  

 専攻科課程では，準学士課程の専門基礎科目を土台に専門共通科目及び専門科目を配置し，学習・

教育目標に即して系統的，体系的，連携的に編成している（資料５－５－①－1～２参照）。科目の

単位は，必要とされる単位の半分以上を選択で取得できるようになっており，JABEEにおける工学

（複合・融合）を目指すのに適切となっている（資料５－５－②－１～２）。授業内容は大学水準と

なっている（資料５－５－②－３～８）。専攻科研究の実施に当たっては研究ノートを活用して継続

的，計画的な解決能力を育成している（資料５－５－②－９）。 
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資料５－５－②－１ 

 

専攻科の授業形態 

 

一般科目・共通選択科目 
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資料５－５－②－１続き 

機械電気システム工学専攻 
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資料５－５－②－１続き 

物質工学専攻 

 

 

（出典：平成 25 年度 学生便覧，pp.29～33） 
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資料５－５－②－２ 

学習・教育到達目標のための科目の選択要件（抜粋） 

 

講義科目 

 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，pp.17～18） 
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資料５－５－②－３ 
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資料５－５－②－３続き 

実験科目（抜粋） 

 

学習・教育目標（Ｃ）「数学、自然科学の基礎学力と実験・実習による実践力を身につける。」 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，pp.16～18） 
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資料５－５－②－４ 

 

専攻科担当教員の授業担当科目（抜粋） 

総合科学科 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度 学生便覧，p. 169） 
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資料５－５－②－５ 

専攻科担当教員の専門分野（抜粋） 

総合科学科 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：学校総覧 2013，pp.8～9） 
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資料５－５－②－６ 

専攻科担当教員の授業担当科目 

機械工学科 

 

（出典：平成 25 年度 学生便覧，p. 171） 
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資料５－５－②－７ 

専攻科担当教員の専門分野 

機械工学科 

 

 

 

（出典：学校総覧 2013，pp.10～11） 
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資料５－５－②－８ 

専攻科課程 使用教科書（抜粋） 

 

一般科目・共通専門科目 

環境地理学特論  地球学入門         酒井治孝／東海大学出版会 

日本学特論    モオツァルト・無常という事 小林秀雄／新潮文庫 

総合技術論    適宜プリントを配布 

実践的デザイン工学演習 各教員・講師により必要に応じ適宜プリントを配布 

物理学特論     量子力学・統計力学入門星 野公三・岩松雅夫／裳華房 

技術者倫理     適宜プリントを配布 

データ解析     新訂確率統計       高遠節夫，他／大日本図書 

実践電気電子工学  エレクトロニクス入門   樋渡涓二／コロナ社 

設計工学      設計検討ってどないすんねん！ 山田学ほか／日刊工業新聞社 

システム計画学   システム工学       古川正志／コロナ社 

センサー工学    センサー工学（プリント） 

生物機能材料    教員自作プリント 

材料科学      基礎固体化学       村石治人／三共出版 

数値計算      理工系の基礎数学８ 数値計算高  橋大輔／岩波書籍 

経営工学      ISO9000 入門       上月宏司、井上道也／日本規格協会 

 および配布プリント 

環境化学      環境の化学        安藤・古田・瀬戸・秋山共著／日新出版 

安全工学      配布プリント 

 

物質工学専攻 

生物資源利用化学  配布プリント 

工業分析化学    配布プリント 

高分子材料化学   コンパクト高分子化学   宮下徳治／三共出版 

高分子合成化学   高分子合成化学      遠藤剛他／化学同人 

（出典：平成 25 年度 シラバス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準５ 

- 284 - 

資料５－５－②－９ 

研究ノート（抜粋） 
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資料５－５－②－９続き 

 

 

 

（出典：研究ノート） 
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（分析結果とその根拠理由）  

科目系統図より，教育の目的に照らして授業科目が適切に配置され，教育課程が体系的に編成され

ている。また，授業内容は大学水準で適切なものとなっている。 

 

 

観点５－５－③： 教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、学術の発

展の動向、社会からの要請等に配慮しているか。 

（観点に係る状況）  

 学生の多様なニーズに応えるため，大学及び他の教育施設において開設する授業科目の単位の認定，

単位互換制度，インターンシップ制度を設定している（資料５－５－③－１～４）。学術の発展の動

向に配慮し，「経営工学」等の科目をおいている（資料５－５－③－５～７）。社会からの要請に応

えるため，TOEIC IPテスト，研究テーマの公募を実施している（資料５－５－③－８～９）。 

 

資料５－５－③－１  

大学及び他の教育施設における授業科目の単位の認定（抜粋） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度 学生便覧，pp.84～86） 
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資料５－５－③－２ 

単位互換に関する包括協定書 

 

（出典：単位互換に関する包括協定書） 
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資料５－５－③－３ 

インターンシップ 

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，p. S-29） 
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資料５－５－③－４ 

インターンシップ派遣先（抜粋） 

　

学生名

宮﨑 佐藤(淳）

〃 　〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

佐藤(淳） 宮﨑

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

宮﨑 飯島

別日

〃 〃

〃 〃

飯島 佐藤(淳）

〃 〃

粟野 〃

飯島 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃１４：２２～１４：３４ 慶應大学先端生命研

　　　＊　専攻科２年生

１３：４６～１３：５８ 東燃ゼネラル石油(株)／東燃化学（同）

１３：５８～１４：１０ ディップソール(株)

１４：１０～１４：２２ 長谷川香料(株)

１３：１０～１３：２２ 大阪有機化学工業(株)

１３：２２～１３：３４ 米沢浜理薬品工業(株)

１３：３４～１３：４６ 　　　　　　　　慶應大学先端生命研

１１：４２～１１：５４ 住鉱潤滑剤(株)

１１：５４～１２：０６ ＤＩＣ(株)

　　　　　　　　　　　　昼休み　　　座長　飯島　専攻長

　　　　　　　　　　　　休憩（～１０分）　　座長　宮﨑　専攻科長

１１：３０～１１：４２ (株)庄内クリエート工業

(株)庄内クリエート工業

１０：４４～１０：５６ (株)クラレ新潟事業所

１０：５６～１１：０８ (株)高木製作所

１１：０８～１１：２０ (株)シンクロン鶴岡工場

　　　　　　　　　　　　休憩（～１０分）　　座長　佐藤（淳）　専攻長

10：２０～１０：３２ (株)今野

１０：３２～１０：４４ (株)今野

９：３４～９：４６ ＴＤＫ庄内株式会社，十川産業(株)

９：４６～９：５８ ルネサス山形セミコンダクタ株式会社

　９：５８～１０：１０ 旭化成(株)，(株)ネットブレインズ

開始時間 実習企業名 発表評価担当教員（２名）

機
械
電
気
シ
ス
テ
ム
工
学
・
物
質
工
学
専
攻

　　　 ９：0５        　　　　　　開式　　　　　 　座長　宮崎（専攻科長）　　　　開式      　　　　  　　座長　宮﨑　専攻科長

９：１０～９：２２ (株)ニシカワ

９：２２～９：３４ (株)ニシカワ

平成２４年度　専攻科インターンシップ報告会プログラム

開催日時：  平成２４年　９月２７日（木）　９：00～１４：４０　（８：４５集合）
場所：　　　　１２Ｆゼミ室
発表方法：　パワーポイント，発表時間：　７分，　質疑応答：　５分
　　　　　　　　専攻科１年は全員出席し，他の学生の発表を聴講する．

　　９月２７日（木）

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－５－③－５ 

多様な授業科目（抜粋） 

経営工学 

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，p. S-16） 
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資料５－５－③－６ 

 

 
（出典：学生課資料） 

 

 

資料５－５－③－７ 

経営工学 

客員教授･特別講師による特別講義を実施しました 

2012 年 8 月 27 日 at 1:55 PM 

 今年度、専攻科の前期開講科目｢経営工学｣では、本校客員教授 5 名のほか、特別講師 2 名も

加わった計 7 名の方々にご講義いただきました。 

 講義の内容は、実際の現場見学を含め、企業の経営に関すること、ものづくりに重要なこと、技

術者として人間として成長するためには、など多岐にわたりました。 

 どの講師の方々も、ご自身のご経験を基に時に笑いも交えながら、熱心にご講義いただきまし

た。学生も毎回貴重なお話に耳を傾け、熱心にメモを取るなどして聞き入っていました。 

（出典：本校ウェブページ） 

 

（出典：本校ウェブページ） 

企業名 前田製管㈱ 酒田共同火力発電㈱ 酒田天然ガス㈱ 東北エプソン㈱ ルネサス山形セミコンダクタ㈱ 

役職 相 談 役 取締役社長 代表取締役社長 代表取締役社長 代表取締役社長 

客員教授 前田 直己 様 天笠 俊介 様 秋山 伊佐雄 様 酒井 明彦 様 森岡 國男 様 

実施日時 平成 24 年 5 月 9 日 平成 24 年 7 月 26 日 平成 24 年 8 月 2 日 平成 24 年 7 月 5 日 平成 24 年 7 月 19 日 

内容 講演 講演 工場見学及び講演 講演 講演 

平成２４年度 客員教授講演実績一覧 
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資料５－５－③－８     

 

H24年度 TOEIC IPテストの受験学生数

第1回 第2回 第3回 第4回
5月2日 7月12日 10月6日 1月18日

4年 4 173

5年 13 1 12 43

専攻科 4 12 1 17

17 17 13 233
 

１月１８日受験結果（抜粋） 

 クラス Listeningスコア Readingスコア Totalスコア
４Ｍ 190 130 320
４Ｍ 200 110 310
４Ｍ 175 110 285
４Ｍ 170 105 275
４Ｍ 240 175 415
４Ｍ 435 310 745
４Ｍ 235 155 390
４Ｍ 305 225 530
４Ｍ 205 130 335
４Ｍ 125 125 250
４Ｍ 160 120 280
４Ｍ 245 155 400
４Ｍ 220 150 370
４Ｍ 205 130 335
４Ｍ 205 145 350
４Ｍ 185 100 285
４Ｍ 165 85 250
４Ｍ 230 110 340
４Ｍ 250 110 360
４Ｍ 205 110 315
４Ｍ 175 140 315
４Ｍ 240 130 370
４Ｍ 175 90 265
４Ｍ 220 175 395
４Ｍ 125 90 215
４Ｍ 190 95 285
４Ｍ 240 145 385
４Ｍ 125 100 225
４Ｍ 495 415 910
４Ｍ 215 145 360
４Ｍ 265 115 380
４Ｍ 180 135 315
４Ｍ 160 125 285
４Ｍ 175 65 240
４Ｍ 230 125 355
４Ｍ 330 180 510
４Ｍ 230 110 340
４Ｍ 135 105 240
４Ｍ 215 125 340
４Ｍ 225 130 355
４Ｍ 230 150 380
４Ｍ 175 100 275
４Ｍ 165 155 320
４Ｅ 300 135 435
４Ｅ 190 90 280
４Ｅ 170 130 300
４Ｅ 200 150 350
４Ｅ 155 120 275
４Ｅ 175 95 270
４Ｅ 145 135 280
４Ｅ 165 95 260
４Ｅ 265 115 380
４Ｅ 200 125 325
４Ｅ 235 175 410
４Ｅ 215 190 405
４Ｅ 225 180 405
４Ｅ 320 270 590
４Ｅ 175 90 265
４Ｅ 200 140 340
４Ｅ 180 145 325
４Ｅ 205 140 345
４Ｅ 230 110 340
４Ｅ 125 115 240
４Ｅ 190 110 300
４Ｅ 225 135 360
４Ｅ 280 200 480
４Ｅ 125 100 225

   

４Ｍ 225 130 355
４Ｍ 230 150 380
４Ｍ 175 100 275
４Ｍ 165 155 320
４Ｅ 300 135 435
４Ｅ 190 90 280
４Ｅ 170 130 300
４Ｅ 200 150 350
４Ｅ 155 120 275
４Ｅ 175 95 270
４Ｅ 145 135 280
４Ｅ 165 95 260
４Ｅ 265 115 380
４Ｅ 200 125 325
４Ｅ 235 175 410
４Ｅ 215 190 405
４Ｅ 225 180 405
４Ｅ 320 270 590
４Ｅ 175 90 265
４Ｅ 200 140 340
４Ｅ 180 145 325
４Ｅ 205 140 345
４Ｅ 230 110 340
４Ｅ 125 115 240
４Ｅ 190 110 300
４Ｅ 225 135 360
４Ｅ 280 200 480
４Ｅ 125 100 225
４Ｅ 220 95 315
４Ｅ 280 125 405
４Ｅ 205 130 335
４Ｅ 230 175 405
４Ｅ 220 115 335
４Ｅ 155 105 260
４Ｅ 170 125 295
４Ｅ 200 125 325
４Ｅ 235 140 375
４Ｅ 120 90 210
４Ｅ 250 110 360  

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－５－③－９  

研究テーマ公募 

 

 

（出典：テクノセンターリポート 2013，pp.12～13） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校では，大学及び他の教育施設において開設する授業科目の単位の認定やインターンシップの単

位化等を実施している。客員教授による講義，TOEICの受験促進，研究テーマの公募などを行ってい

る。 

以上により，学生の多様なニーズ，学術の発展動向や社会からの要請等に配慮している。 
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観点５－６－①： 教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態のバランスが適

切であり、それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。 

（観点に係る状況）  

 基本教育目標および専攻科の学習・教育目標に沿って教育課程を編成している。授業形態は，一般

科目と専門科目がバランスよく配置されている（資料５－５－②－１参照，資料５－６－①－１）。

いずれの授業も少人数を生かした授業が行われている（資料５－６－①－２）。また，「技術者倫

理」ではグループワーク，プレゼンテーションを通して考察させている（資料５－６－①－３）。

「実践的デザイン教育」では地域連携型問題解決に取組み，フィールド型授業を軸とした課題探究，

問題解決，プレゼンテーションまでを行い問題を解決する構想力を養っている（資料５－６－①－

４）。また，CO-OP教育を実施し地元企業との共同連携による技術者教育を実施している（資料５－

６－①－５）。 

 

資料５－６－①―１  

授業形態のバランス  

 

専攻科課程 学習教育目標における講義，演習，実験・実習の割合 

物質工学専攻 

講義 演習
実験
実習

講義 演習
実験
実習

講義 演習
実験
実習

単位数合計 0 2 8 14 0 0 8 0 2

割合［％］ 0.0% 20.0% 80.0% 100.0% 0.0% 0.0% 80.0% 0.0% 20.0%

講義 演習
実験
実習

講義 演習
実験
実習

講義 演習
実験
実習

単位数合計 16 0 0 36 0 18 4 0 16

割合［％］ 100.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 20.0% 0.0% 80.0%

講義 演習
実験
実習

単位数合計 0 2 22

割合［％］ 0.0% 8.3% 91.7%

(G)計画的，継続的，客観的な問
題解決能力を身につける

(A)知識を統合し多面的に問題を
解決する構想力を身につける

（B)地球的視野と技術者倫理を身
につける

(C)数学、自然科学の基礎学力と
実験・実習による実践力を身につ
ける

(D)工学の基礎学力と情報技術を
身につける

(E)一つの得意分野をもち，生産
技術に関する幅広い対応能力を
身につける

(F)論理的表現力と英語力を身に
つける

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－６－①－２  

受講者数 

 

 

（出典：学生課資料） 

総
合
実
践
英
語
Ｉ

1
2
0
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

総
合
技
術
論

1
2
0
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

実
践
的
デ
ザ
イ
ン
工
学
演
習

1
2
0
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

応
用
代
数

1
2
3
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

物
理
学
特
論

1
4
7
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○
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○

○
○

○
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1
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
○

○
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○
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○
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○
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２
年

機
械
電
気
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

物
質
工
学
専
攻

１
年

機
械
電
気
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

物
質
工
学
専
攻
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資料５－６－①－３ 

技術者倫理 

  

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，p.S-10） 
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資料５－６－①－４ 

実践的デザイン工学演習 

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，p. S-7） 
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資料５－６－①－５ 

 

CO-OP 教育（抜粋） 
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資料５－６－①－５続き 

（CO-OP 教育 企業採用票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：学生課資料) 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 基本教育目標および学習・教育目標に基づいて講義，実習，実験等が適切に配置されている。専攻

科課程の少人数制のもとで，グループワーク型，フィールド型授業，CO-OP教育などを導入しており，

教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。 
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観点５－６－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って、シラバスが作成され、事前に行う準備学習、

教育方法や内容、達成目標と評価方法の明示等、内容が適切に整備され、活用さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

シラバスには，学習教育目標に沿って，授業の概要，授業内容，達成目標，評価方法等が記載され

ている（資料５－５－①－１参照）。学修単位科目についてもシラバスに明示されている（資料５－

６－②－１）。シラバスの作成方法は教員に周知している（資料５－２－②－４参照）。 

 作成されたシラバスは，教員・学生に配布している他，本校ウェブページでも公開されており，教

員は，シラバスに沿って授業，成績評価を行うと共に授業の進捗状況を確認している（資料５－６－

②－２～３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準５ 

- 301 - 

資料５－６－②－１ 

専攻科課程のシラバス 

 

（出典：平成25年度 シラバス，p.S-9） 
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資料５－６－②－２ 

 

授業改善アンケート（抜粋） 

 

 

 

アンケート結果（抜粋） 

  

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－６－②－３ 

進捗度チェックシート 

  

 

 

（出典：本校ウェブページ） 
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（分析結果とその根拠理由）  

学習教育目標に沿った内容が明確に記載されたシラバスが作成され，教員はシラバスに沿って授業

の実施，成績評価を行っている。シラバスは関係者に配布され，活用されている。 

 

 

観点５－６－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また、インターンシップの活

用が図られているか。 

（観点に係る状況）  

 創造性を育む教育として機械電気システム工学専攻は「創造工学演習」，物質工学専攻は「創造実

習Ⅱ」において，PBL型授業科目を実施している（資料５－６－③－１）。「実践的デザイン工学演

習」を実施し異なる分野の学生同士のグループワークを通して，地域課題の抽出と解決案を討論させ，

成果を一般に公開している（資料５－６－③－２）。また，「専攻科研究」を通して創造性を育む教

育を実施している（資料５－６－③－３～４，資料５－５－②－９参照）。また，インターンシップ

は必修科目であり，自主的・計画的な取組み，分析力・考察力を育成している。実習先評価表，実習

報告書とそのプレゼンテーション資料で総合評価をしている（資料５－５－③－３～４参照，資料５

－６－③－５～６）。 
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資料５－６－③－１  
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資料５－６－③－１続き 

 

（出典：平成25年度シラバス，p. S-25, p．S-47） 
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資料５－６－③－２ 

デザイン教育の例 

授業の進め方 
1-4 エンジニアリングデザイン 

エンジニアリングデザインとは、「社会ニーズを満たす人工物的事物を創造し管理するために、種々の

学問・技術を統合して、必ずしも正解のない問題に取り組み、実現可能な解を見つけ出して行くことで

あり、その全過程がエンジニアリングデザイン」として定義できますので、デザイン教育は、技術者教

育の根幹として位置づけられます。 

エンジニアリングデザイン能力には、問題設定力、構想力、創造性、種々の学問・技術の統合化・応

用能力、構想したものを図や文章、式、プログラム等で表現できる能力、経済性・安全性・倫理性・環

境への影響等の観点から問題点を認識し、これから生じる制約条件下で解を見出す能力、継続的に計画

し実施する能力、コミュニケーション能力、チームワーク力など多くの能力が含まれます。 

 

 

２．科目の目的 

当該科目は，社会のニーズを解決するためのものづくり演習，メーカーの手法を学ぶために産業人と

の協働型教育，発想力を豊かにするための創成演習，チームワーク力育成のためのグループによる課題

解決演習，情報発信力を強化するプレゼンテーションなどを通じて，エンジニアリングデザインにおい

て必要となる知識と技術，発想力，そして開発力を育てることを目的としています． 

 

とくに，既存科目にはない差別化された本科目の特徴は以下３つを基軸として進めます． 

 

 1) 地域連携型教育（公益性の観点から，地域がもつ課題を抽出し解決に取り組む） 

2) 学科横断型教育（２専攻※混成でプロジェクト員を構成する） 

 3) 合宿型体験教育（協働の価値の理解，組織内における個人の役割と意識を育てる） 

※機械電気システム工学専攻（ME 専攻）と 物質工学専攻（CB 専攻） 

 

 

３．授業の進め方 

この授業の進め方は大別して、1)事前予備調査 2)フィールドワーク（合宿形態の現地調査・現地作業

など） 3)講義型授業と討論 4)プロポーザル（成果発表会）に分けられ，前期総時間数 90 時間の取り

組みを行う。 

     日 程       摘    要             備 考 

   ４月６日（金） 事前予備調査         学校の強み，各教員が有する技術シーズ 

    （７日（土））                の発掘（把握と理解）を行う． 

   ４月８日（日） フィールドワーク（合宿授業） ２つの課題（①提示されて取り組む課題， 

   ～１３日（金）                ②自らが見つける地域の課題）に取組む． 

   ４月第三週～  講義型授業と討論       合宿授業で得られた知見をもとに改善を 

                          提案する為の調査・討論および講義など 

   ７月下旬～   プロポーザル（成果発表会）  合宿した地域に赴き，市民を対象として 

   ８月上旬                   成果発表を行う．  
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資料５－６－③－２続き 

フィールドワーク（合宿授業） 課題（抜粋） 

課題①（提示されて取り組む課題） 

『桜の丘公園の整備』（実務作業・プロポーザル） 

桜の丘公園は寒河江市に位置する小高い丘にあり，寒河江市内を眺望でき，自然豊かな市民の憩

いの場所として利用されている公園である．また桜の木が多数植えられており，春の開花時には

市民の賑わいの場となっている．しかしながら桜の開花時期以外では雑草が生い茂り，休息のた

めの娯楽施設（ベンチなど）も老朽化がみられる．この公園を，市民が通年（冬季除く）を通し

て足を運びたくなる憩いの場とする改善提案を行いたい． 

 課題 

 1)老朽化がみられる既存設備の保守・保全（実務作業） 

  ・老朽化が軽度の場合  

→修理作業（補強，部材交換，塗装など） 

  ・老朽化が重度の場合 

     →撤去の提案または撤去作業 

  ・新しい設備（ベンチなど）の設計，製作 

 2)草刈り，ゴミ拾い，側溝清掃等のボランティア活動（実務作業） 

 3)観光拠点（あるいは名所）として，寒河江市民が憩いの場として更なる利活用ができるため

の改善提案（プロポーザル） 

課題②（自らが見つける地域の課題） 

『ふるさとまちづくり計画』（プロポーザル） 

「このような技術的アプローチにより，これがあのように便利になる」 

「これを改善することにより，“まち”にこのような効果が期待される」 

「ここの整備により，市民が，まちが潤える」 

 

そのようにするためのヒントは，多種多様な部分に転がっているのではないだろうか？高齢者の交

通アクセシビリティ，癒しを与えるホスピタリティ，若者が活性化を図れるアクティビティ，児童

を守るセーフティ･･･技術的側面から，これらの課題に対してどのように貢献することができるだ

ろうか？技術というツールを駆使して，あるいは学内の技術的シーズとのマッチングを図って，よ

りよいまちづくりのための提案を行いたい． 

 

例）小川（河川）の新たな活用 

寒河江市内の河川，治水環境はきれいに整備されており，宿泊予定の市民体育館合宿所隣にも綺

麗な小川がある．たとえばこの橋（小川）にイルミネーション等による装飾を施すことにより，

違った価値を付与することが可能ではないか．たとえば電飾の電力供給は太陽光や水力発電など

自然エネルギーを採用し，メンテナンスフリーの仕様でありたい． 
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資料５－６－③－２続き 

 

成果発表 

 

 

 

 

（出典：デザイン教育資料） 
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資料５－６－③－３  

 

 

 

（出典：平成25年度 シラバス，p．S-23） 
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資料５－６－③－４ 

専攻科研究論文（抜粋） 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－６－③－５ 

インターンシップ実習先評価

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－６－③－６  

インターンシップ評価（専攻科） 

  

（出典：学生課資料） 

  

 

（分析結果とその根拠理由）  

 「創造工学演習」，「実践的デザイン工学演習」，「専攻科研究」による創造性を育む教育方法の

工夫が図られている。また，インターンシップは，必修科目であり全員が修得しており，活用が図ら

れている。 
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観点５－７－①： 教育の目的に照らして、教養教育や研究指導が適切に行われているか。 

（観点に係る状況）  

 教養教育は学習・教育目標B），C)を満たすように科目が適切に配置されている（資料５－５－①

－２参照）。研究指導については「専攻科研究」という教科をおき，指導教員の下で学会発表と論文

指導が行われている。中間発表，最終発表の際には専門を異にする複数の教員による質疑応答を含む

審査が行われ，そこでの指摘が研究に反映されている（資料５－７－①－１～２）。学会発表を義務

付け（資料５－７－①－３），研究成果レポートや英文要旨による総合評価を実施している（資料５

－６－③－４参照，資料５－７－①－４）。技術職員との共同作業体制もあり，専攻科課程にふさわ

しい研究指導となっている（資料５－７－①－５～６）。 

 

資料５－７－①－１ 

専攻科研究中間発表会（抜粋） 

指導教員 研究テーマ

1 9:10～9:30 増山
           画像相関法を利用した鋼板の損傷評価
      Damage Evaluation of Steel Plate Splecimen by using Digital Image Correlation Method

宮﨑，田中

2 9:30～9:50 佐々木 　　　　　　　クラウン減速機構と6個のアクチュエータを用いたモータの開発 宮﨑，田中

3 9:50～10:10 増山
           水田の除草・攪拌に対する抵抗について
      Study on Resistance Force against Weeding and Stir in Rice Field

宮﨑，小野寺

4 10:10～10:30 本橋            傾斜面上のサボニウス型風車周りの流れの観察 宮﨑，小野寺

5 10:35～10:55 小野寺         ポテンシャル法を用いた簡易回避アルゴリズムの検討 宮﨑，増山

6 10:55～11:15 小野寺         リクライニング機能を有する療育支援椅子の検討   宮﨑，増山

1   9:10～9:30 宍戸        Androidアプリケーションにおけるリパッケージ防止に関する研究     佐藤（義），神田

2   9:30～9:50 内海          Robocodeにおける予測に基づいた戦略に関する研究 佐藤（義），神田

3 9:50～10:10 神田             Development of compact Agri-Server 佐藤（義），武市

4 10:10～10:30 森谷            硫化フリー・非真空プロセスによるCu2SnS3薄膜の作製 佐藤（義），武市

5 10:35～10:55 武市         画像認識技術を用いた個人認証プログラムの検証 佐藤（義），保科

6 10:55～11:15 武市          ICAを用いた生体信号の分離検証 佐藤（義），保科

 11:15～11:35 　　　宮﨑         光干渉計を利用した非接触微小振動測定 佐藤（義），保科

13:10～13:30 保科         基本的線路形状のマイクロストリップ線路の実験的特性評価 佐藤（義），宝賀

9 13:30～13:50 佐藤（義）  ファジィ・ニューラルネットワークによる対象物の特性を考慮した適応力制御に関する研究 佐藤(淳），宝賀

10 13:50～14:10 佐藤（義）         アームロボットによる組立作業のための知能制御ソフトウェアの開発 佐藤(淳），森谷

11 14:10～14:30 宝賀 　　　　コイル周辺の磁束分布と鳥害防止機構への応用の検討 佐藤(淳），森谷

12 柳本 　　　　ファジイ理論を用いたファン異常音の識別　　　　　　　　　　　（学会発表）

13 渡部         パーティクルフィルタによる移動体情報の取得の検討　　　　（学会発表）

佐藤（義） 　　　　　　　　　　　留学中

1 9:10～9:30 戸嶋
                     Ni-Pd-P電析膜の作製とその性質
     Electrodeposition of Ni-Pd-P Thin Films and Their Properties.

粟野，瀬川

2 9:30～9:50 飯島       カルボン酸修飾シクロデキストリンの合成研究 粟野，瀬川

3 9:50～10:10 飯嶋       絹タンパク質へのシクロデキストリンの導入 粟野，戸嶋

4 10:10～10:30 佐藤（司）       油脂熱分解法によるBDF製造と評価 粟野，戸嶋

5 10:35～10:55 森永 　　　燃料電池用固体電解質の開発とその電池特性評価 粟野，飯嶋

6 10:55～11:15 阿部（達）       オオミジンコを用いたプラスチック関連化学物質の安全性評価 粟野，飯嶋

7 11:15～11:35 佐藤（司）       乳化重合に対するマイクロバブル技術の適用 粟野，飯嶋

平成２３年度　専攻科研究中間発表会（１年生）

 　機械工学系（座長：宮﨑専攻科長）　　　　　会場：　１２Ｆゼミ室

 　電気・電子工学系１（座長：　佐藤（義）　制御情報学科長）     　  会場：　１号館2Ｆ　合同講義室5100

発表会評価担当

発表時間は１５分、質疑応答５分です

開催日　　平成２４年３月９日（金）

5分休憩

　 機械電気システム工学専攻

　物質工学専攻（座長：粟野　専攻主任）　　　　会場：　22Fゼミ教室

電気・電子工学系２（座長：佐藤（淳）教授    　会場：　１号館2Ｆ　合同講義室5100

5分休憩

                                                                                                5分休憩

 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－７－①－２ 

専攻科研究最終発表会（抜粋） 

　　　時　間 　　発表学生名 指導教員名 研究テーマ 論文評価

指導教員以外の

　　担当者

 9:30～  9:50 渡部 　　静粒子と動粒子を用いたパーティクルフィルタによる移動体検出の検討　　　　 佐藤(淳）・保科 武市

 9:50～ 10:10 佐藤（義） 　　ファジィ・ニューラルネットワークによる対象物の特性を考慮した適応力制御に関する研究 佐藤(淳）・保科 渡部

10:10～10:30 佐藤（義） 　　パーティクルフィルタを用いた物体検出器の提案 佐藤(淳）・保科 神田

10:30～10:50 神田 　　環境モニタリング用計測システムの開発 佐藤(淳）・保科 内海

10:55～11:15 森谷 　　硫化フリー・非真空プロセスによるCu2SnS3薄膜の作製 佐藤(淳）・神田 内山

11:15～11:35 柳本 　　ファジイ理論を用いたファン駆動音の良否判定 佐藤(淳）・神田 佐藤（義）

11:35～11:55 佐藤(淳） 　　文字認識による弱視者支援を目的とした Androidアプリケーションの開発     佐藤（義）・神田 保科

11:55～12:15 保科 　　基本的線路形状のマイクロストリップ線路の実験的特性評価 佐藤(淳）・神田 森谷

13:１5～13:35 武市 　　画像認識技術を用いた顔認証プログラム検証 宮﨑・佐藤（淳） 佐藤（義）

13:35～13:55 宮﨑 　　ロバスト光干渉計を利用した非接触微小振動測定 佐藤（義）・佐藤（淳） 神田

13:55～14:１5 佐藤（義） 　　アームロボットによる組立作業のための知能制御ソフトウェアの開発 宮﨑・佐藤（淳） 柳本

14:１5～14:35 武市 　　独立成分分析を用いた心音・肺音の分離検証 宮﨑・佐藤（淳） 渡部

14:40～15:00 内海 　　Robocodeにおける予測に基づいた戦略に関する研究 宮﨑・佐藤（淳） 佐藤（淳）

15:00～15:20 宝賀 　　磁束発生機構による磁束分布と鳥害防止への応用の研究 宮﨑・佐藤（淳） 宮﨑

  9:30～  9:50 増山 　　画像相関法を利用した鋼板の損傷評価 宮﨑・飯島 本橋

  9:50～10:10 佐々木 　　クラウン減速機構と6個のアクチュエータを用いたモータの開発 宮﨑・飯島 本橋

10:10～10:30 増山         水田の除草・攪拌に対する抵抗について 宮﨑・飯島 宮﨑

10:30～10:50 本橋 　　傾斜面上のサボニウス型風車周りの流れの観察 宮﨑・飯島 小野寺

10:55～11:15 小野寺 　　ポテンシャル法を用いた簡易回避アルゴリズムの検討 宮﨑・飯島 宮崎

11:15～11:35 小野寺 　　療育支援椅子の開発 宮﨑・飯島 増山

12:55～13:15 戸嶋 　　Ni-Pd-P電析膜の作製とその性質 飯島・佐藤（司） 飯島

13:15～13:35 飯島 　　カルボン酸修飾シクロデキストリンの合成研究 佐藤（貴）・佐藤（司） 戸嶋

13:35～13:55 飯嶋 　　シクロデキストリン-絹タンパク質複合材の合成とその包接能 佐藤（貴）・佐藤（司） 佐藤（貴）

13:55～14:15 佐藤（司） 　　油脂熱分解法によるBDF製造と評価 飯島・佐藤（貴） 阿部（達）

14:20～14:40 森永 　　燃料電池用固体電解質の開発とその電池特性評価 飯島・佐藤（貴） 佐藤（司）

14:40～15:00 阿部（達） 　　オオミジンコによる安全性評価 飯島・佐藤（貴） 飯島

15:00～15:20 佐藤（司） 　　乳化重合に対するマイクロバブル技術の適用 飯島・佐藤（貴） 森永

休憩（５分）

休憩（５分）

　昼休み

休憩（５分）

英文要
旨評価

指導
教員

　　　　　　　　　　　機械電気システム工学専攻　機械系　（座長：宮﨑　専攻科長）　　　　会場：　大会議室

英語
教員

（阿部（秀））
＆

指導
教員

 懇親会（会場　ラウンジ　１５：４０～）

懇親会（会場　ラウンジ　１５：４０～）

　　　　　　　　　　　物質工学専攻　応用化学系　（座長：飯島　専攻長）　　　　会場：　大会議室

平成２４年度　専攻科研究最終発表会
    開催日　　　　平成２５年２月１３日（水）　（＠先端研究産業支援センター）

発表時間は１５分、質疑応答５分です

　　　機械電気システム工学専攻　電気・電子工学系（座長：佐藤　専攻長，宮﨑　専攻科長）　　　会場：レクチャーホール

昼休み

研究遂行
能力評価

　発表会評価担当

休憩（５分）

英語
教員

（阿部（秀））
＆

指導
教員

指導
教員

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－７－①－３ 

学生の研究発表（抜粋） 

 

（出典：テクノセンターリポート13号, p.47～50） 
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資料５－７－①－４ 

英文要旨 

 
 

（出典：学生課資料） 
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資料５－７－①－５ 

技術職員支援体制 

 

 

 

 

（出典：本校ウェブページ） 
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資料５－７－①－６ 

 

技術職員 担当機器（物質工学科） 

No. 装置名 メーカー・型番 装置管理者 技術職員

1 ICP発光分析装置 - 2号館 1階 ICP/AAS室 阿部 伊藤（眞）

2 AAS 日立・Z-5010 2号館 1階 ICP/AAS室 阿部 伊藤（眞）

3 ESCA 島津・ESCA-3200 2号館 1階 機器分析実験室 戸嶋 米澤

4 SEM TOPCON・ABT-32 2号館 1階 機器分析実験室 清野 米澤

5 TG-DTA 島津・DTG-60H 2号館 1階 機器分析実験室 清野 米澤

6 粒度分布測定装置 島津・SALD-3100 2号館 3階 化学工学研究室（清野） 清野 米澤

7 比表面積測定器 島津・フローソーブⅢ23052号館 4階 物質化学実験室Ⅱ 清野 米澤

8 ガスクロマトグラフ - 2号館 4階 物質化学実験室Ⅱ 米澤

9 IR 島津・IRAffinity-1 2号館 3階 合成有機研究室（瀬川） 瀨川 矢作

10 UV-Vis 島津・UVmini1240 2号館 3階 合成有機研究室（瀬川） 瀨川 矢作

11 NMR JEOL・JNM-ECX400 6号館 1階 分析機器実験室 佐藤（貴） 米澤・矢作

12 XRD Rigaku・MiniFlexⅡ 6号館 1階 X線室 粟野 矢作

13 FP JASCO・FP6600 6号館 2階 生物工学実験室（南） 南 矢作

14 IR 島津・IRAffinity-1 6号館 2階 FT-IR室 飯島 矢作

15 TEM - テクノセンター 1階 試作試験室 佐藤（貴） 米澤・矢作

16 レーザー共焦点顕微鏡 - テクノセンター 1階 試作試験室 佐藤（貴） 米澤・矢作

設置場所

 

（出典：教育研究技術支援センター資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 教養教育は目的を達成するように科目が適切に配置されている。専攻科研究の内容は，各種発表に

よって適切であると裏付けられている。また研究活動には，技術職員の教育的支援が行われている。 

以上により，教養教育や研究指導が適切に行われている。 

 

 

観点５－８－①： 成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され、学生に周知さ

れているか。また、これらの規定に従って、成績評価、単位認定、修了認定が適

切に実施されているか。 

（観点に係る状況）  

 成績評価・単位認定や修了認定に関しては，学生便覧に示されている（資料５－８－①－１～２）。

専攻科課程入学式後のオリエンテーションや始業開始時に専攻科長が説明しており，また修了に向け

ての学位授与ガイダンスも行っている（資料５－８－①－３～４）。 

 各授業科目の成績評価・単位認定は，シラバスに記載された評価方法と基準にしたがって行われて

いる。シラバスには学修単位に関する説明が明示され，自学自習時間による学修成果は小テスト，課

題レポートなどで評価が行われている（資料５－８－①－５～６）。専攻科委員会で判定資料を作成

し修了判定会議で報告され，最終的に校長が認定している（資料５－８－①－７）。 
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資料５－８－①－１ 

学則（抜粋） 

 

（出典：平成 25 年度 学生便覧，p.16） 

 

資料５－８－①－２ 

専攻科授業科目履修規定（抜粋） 
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資料５－８－①－２続き 
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資料５－８－①－２続き 
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資料５－８－①－２続き 
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資料５－８－①－２続き 

 

 

（出典：平成 25 年度 学生便覧，pp. 84～86，pp.89～92） 

 

 

資料５－８－①－３ 

専攻科オリエンテーション（抜粋） 

 

 

                   平成２４年度 

 

             専攻科新入生履修ガイダンス 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 鶴岡工業高等専門学校 

                     専攻科 
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資料５－８－①－３続き 

 

１．専攻科の概要 （ＪＡＢＥＥ教育プログラムの理念） 

 本校専攻科は，本科５年間の技術者基礎教育の上に立ち，さらに２年間，大学と同等レベルの専門  

知識と国際水準の技術者教育を行う教育課程である．地域社会や産業に貢献でき，国際的にも活躍で

きる実践的で創造的な開発技術者の養成を目的として平成１５年４月に設置された． 

平成１７年４月より，本校の専攻科は教育内容と質が評価され，日本技術者教育認定機構(JABEE) 

による認定プログラムになっている．専攻科修了生は，大学評価・学位授与機構による審査に合格  

すると学士の学位が与えられさらに大学院に進学することが可能である．また，学習・教育目標を  

すべて達成した学生にはＪＡＢＥＥ修了証が与えられ，技術士資格の１次試験が免除される特典が 

与えられる．（技術士会に申請すれば，技術士補（応用理学）の資格が得られる．） 

 

２．専攻科における科目履修と修了要件 

 専攻科の修了には，専攻科に２年以上在籍し（４年以内），下表に示す単位取得要件を満たす必要 

がある．単位取得要件とは，所定の必修科目を修得し全体で６２単位以上修得することである． 

 専攻科では，学年に関わらず開設科目を履修することができるが，時間割上の制約のため実際には

各学年で開設された科目を履修することが基本になる． 

 本校の専攻科では，この単位取得要件に加えて，ＪＡＢＥＥプログラム修了要件を満たすことが  

求められている．この修了要件は，「学習・教育目標Ａ）～Ｇ）をすべて達成する」というもので    

ある．その中で特に注意を払うべき目標が「学士の学位取得」と「TOEIC スコア 400 点以上の達成」

である．この２つについては最大限の努力を払うようにする．ＪＡＢＥＥ審査においては，TOEIC

スコア 400 点は目標としては低すぎるという指摘を受けている．（企業では，500 点以上を望んでい

る．）  

（出典：学生課資料） 

 

  資料５－８－①－４ 

学位授与ガイダンス（抜粋） 

Ｈ２５年３月１４日 

専攻科修了に向けてのガイダンス 

                    専攻科長 宮﨑孝雄 

１．専攻科修了要件の再確認 

専攻科単位取得要件（６２単位以上の取得および必修科目の取得）についてシラバスをよく確認

して科目履修を行うこと． 

 

２．ＪＡＢＥＥ修了要件の再確認（専攻科修了要件＋下記の要件など） 

   ・学士（工学）学位の取得 

   ・学習教育達成目標をすべて達成する 

専攻科研究（項目毎に 60 点以上） 

発表 60 点以上，遂行能力 60 点以上，論文評価 60 点以上， 

専攻科英文要旨 60 点以上 

  ・融合複合科目の修得（データ解析，経営工学および実践電気電子工学か材料科学）に注意

する．また，制御情報工学科出身の学生で，機械工学で学位を取得する場合は，機械系の科目を受

講するように科目履修を行うこと．必要に応じて科目履修届の変更を行う．  
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資料５－８－①－４続き 

 

平成２５年度 学位授与申請（見込申請）の流れ 

 

１．出願期間   平成２５年１０月１日（火）～７日（月） 

 

２．提出書類   ① 学位授与申請書（10 月期申請用） 

        ② 学位審査手数料受付証明書（学位授与申請書に貼付） 

                   学位審査手数料払込期間内［９月２日（月）～１０月７日（月）］ 

                   に金融機関の窓口で払い込むこと（ＡＴＭ不可） 

          学位審査手数料（２５,０００円）＋振込手数料 

                ③ 基礎資格を有することの証明書（本科の卒業証明書） 

                ④ 単位修得状況等申告書（総括表、内訳表１、内訳表２、内訳表３） 

                  ※ 学位授与機構のホームページからダウンロードして作成可  

                ⑤ 単位修得証明書（本科・専攻科で各１部） 

                  ※ 授業科目名、単位数、授業の方法、学修の期間、修得時期及び単位修

得時の学生の種別を証明するもの 

                ⑥ 学修成果（５部） 

                ⑦ 学修成果の要旨又は説明書（５部） 

                ⑧ 住民票  ※申請前３か月以内に発行されたもの 

                ⑨ 受験票・写真票・到着お知らせはがき（10 月期申請用） 

                  ※ 申請書類等が、学位授与機構へ受付期間内に到着した場合に「到着お

知らせはがき」が申請者に送付されます。 

                ⑩ 高等専門学校の専攻科修了見込証明書  

                ⑪ 学位記等送付先変更希望書兼同意書（別紙） 

 

３．試  験  ① 試 験 日  平成２５年１２月１６日（日） 

                ② 試 験 場    東京 (５ヶ所あるが基本的に東京で受験 ) 

                ③ 試験区分    小論文試験 

                  ※ 試験場、試験実施時間については、受験票で通知  

                    受験票は、受験者心得とともに試験１０日前までに送付される 

 

４．審査と合否  ① 修得単位の審査 

            ② 学修成果・試験の審査 

                ・合否の判定 

① ②両方が「可」と判定された場合に「合格」、いずれか一方また 

は両方が「不可」と判定された場合は「不合格」 

                ・合否の通知 

                    小論文試験（学修成果・試験）の結果が、平成２６年２月１４日（金） 

以降に通知される。ただし、単位修得見込で申請しているため、単  

位の修得状況などにより不合格になる場合もある。  

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－８－①－５ 

シラバス（学修単位科目） 

 

  

（出典：平成 24 年度シラバス，p．S-30 ） 
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 資料５－８－①－６ 

成績評価資料（自学自習評価小テスト，抜粋） 

 

（出典：電気電子工学科資料） 

 

  資料５－８－①－７ 

専攻科修了および JABEE プログラム修了判定（抜粋） 

平成２４年度第１１回教員会議議事要旨（案） 

 

日 時 平成２５年３月６日（水）１３：３２～１４：０５ 

場 所 大会議室 

出席者 教務主事（忌引）、内山、三上、安齋、宍戸、内海、佐藤（義）、徳永、長谷川、田邊、

山田、比留間、主濱 以外 

 

 議 題 

２．平成２４年度専攻科修了判定について  

  本件について、教務主事に替わって専攻科長から、資料２に基づき説明があり、機械電気シス

テム工学専攻２０名、物質工学専攻７名の計２７名が専攻科の修了要件を満たし、学位審査に合

格していること、また、そのうち２１名は、併せてJABEEプログラムの修了要件も満たしている

旨説明の後、校長から、本件について資料を一部修正の上、提案があり、審議の結果、原案どお

り２７名の修了が認定された。   

（出典：平成 24 年度 第 11 回教員会議議 議事録） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 成績評価・単位認定規程や修了認定規程は組織として策定されている。評価・認定に関しては，学

生便覧，オリエンテーション等で学生に周知している。単位認定，修了判定は，修了判定会議におい

て適切に実施されている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・教育課程が体系的に編成・整備されている点。また，専攻科課程においては，さらに準学士課程

からの継続性が確保されており，教育の目的を達成するために適切なものになっていること。 

・インターンシップを奨励し，多くの学生が参加していること。 

・シラバスは，授業内容，教科書，評価方法と基準等が適切に明示され，全教員・学生に周知され

ていること。さらに，FD委員会が書式等の改善を図っていること。 

・技術職員も学生実験や研究を支援しており教育研究の充実を図っていること。 

 

（改善を要する点）  

  特になし 

 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

教育の目的に基づいて学年ごとに科目が修得できるよう体系的に編成されている。使用されている

教科書は，検定教科書，高専及び大学で用いられる教科書等を使用している。教育の目的を達成する

のに適切なものとなっている。 

学生の多様なニーズに対応して，資格試験や工場実習を卒業認定に必要な累積修得単位数に認めて

いる。また，並列選択制やコース選択制の導入，外部講師による特別講義，海外工場見学を実施して

いる。本校の準学士課程は学生の多様なニーズ，学術の発展の動向，社会からの要請等に配慮してい

る。 

教育の目的に対応して，講義，演習，実験・実習等の授業形態のバランスは適切であり，それぞれ

の授業科目において教育内容に応じた様々な学習指導法の工夫がなされている。 

学習教育目標に沿った内容が明確に記載されたシラバスが作成され，教員はシラバスに沿って授業

の実施，成績評価を行っている。シラバスは関係者に配布され，活用されている。 

創造実習によるPBL型授業を通して創造性を育む教育が実践されている。各学科では工場実習に多

くの学生が参加しており，実践的技術者の育成に活用されている。 

本校では，共通選択科目，特別活動，学校行事及びボランティア活動，課外活動を推奨し，豊かな

人間性の育成を図っている。教育課程の編成や課外活動等において，豊かな人間性が涵養されるよう

配慮している。 

成績評価・単位認定，進級・卒業判定は，学則や規程で明確に示し，学生便覧やシラバスに明記さ

れ，学生に周知している。成績評価は，シラバスに記載された「評価方法と基準」に基づき厳正に行

われている。 

 単位認定，進級・卒業判定は，進級判定会議及び卒業判定会議において適切に実施されている。 
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教育内容は大学水準であり国際的にも通用する適切なものとなっている。教育課程の体系性と科目

別系統図，シラバスに示すように，準学士課程の教育との連携、及び準学士課程の教育からの発展等

を考慮した教育課程となっている。 

科目系統図より，教育の目的に照らして授業科目が適切に配置され，教育課程が体系的に編成され

ている。また，授業内容は大学水準で適切なものとなっている。 

大学及び他の教育施設において開設する授業科目の単位の認定やインターンシップの単位化等を実

施している。客員教授による講義，TOEICの受験促進，研究テーマの公募などを行っている。 

学生の多様なニーズ，学術の発展動向や社会からの要請等に配慮している。 

基本教育目標および学習・教育目標に基づいて講義，実習，実験等が適切に配置されている。専攻

科課程の少人数制のもとで，グループワーク型，フィールド型授業，CO-OP教育などを導入しており，

教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。 

学習教育目標に沿った内容が明確に記載されたシラバスが作成され，教員はシラバスに沿って授業

の実施，成績評価を行っている。シラバスは関係者に配布され，活用されている。 

「創造工学演習」，「実践的デザイン工学演習」，「専攻科研究」による創造性を育む教育方法の

工夫が図られている。また，インターンシップは，必修科目であり全員が修得しており，活用が図ら

れている。 

教養教育は目的を達成するように科目が適切に配置されている。専攻科研究の内容は，各種発表に

よって適切であると裏付けられている。また研究活動には，技術職員の教育的支援が行われている。

教養教育や研究指導が適切に行われている。 

成績評価・単位認定規程や修了認定規程は組織として策定されている。評価・認定に関しては，学

生便覧，オリエンテーション等で学生に周知している。単位認定，修了判定は，修了判定会議におい

て適切に実施されている。 


